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労働安全衛生法における健康管理に㌍∋ら㌔てはJ、  
労働災害（業務に起医する負傷及び疾病）の防裏こを  

目的に実施されるも悶である。   

第1条 この法律は、労働基準法と相まって、愛螢盈豊¢儀盤塑  

ための  茎峯▲螢確立ゝ最短終剋巧】明経鮭盈題   

＿ 良主幽遠盈墾塵塵」星圭量産星護憲患等その防止に関する  

総合的計画的な対策を推進することにより職場における  

盤飽登螢重量と盤應量産塵宣患とともに、 快適な職場環境の  
形成を促進することを目的とするし－  

第2条 労働災害二 労働者の就業に係る建設物、設備、原材料、ガス、  

蒸気、類王ん等により、又は作業行動そ の他  
簑透通二三二∈鼠 
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又は死亡するこ姜：をいう  

露 
ヽ・ノJ㌔   



○ 墜塵遊歴及び面接指導  

○ 作業環境の維持管理  

○ 作業の管理  

○ 皇吸盤労働者の壁象萱選  
○ 健康教育、健康相談その他労働者の健康の保持増進を図るための  
○ 衛生教育  

○ 労働者の健康障害の原因の調査及び再発防止のための措置  

○ 労働者の健康を確保するため必要があると認めるときは、   
事業者に対する勧告が可能  

○ 産業医の職務に係る事項について、総括安全衛生管理者に対する   
勧告又は衛生管理者に対する指導若しくは助言が可能  

√？・・   



労働寮費複量諸費窃第舶轟  

民莞往歴及び業務歴の調査  

自覚症状及び他覚症状の南無の検査  

身長、体重、腹囲、視力及び聴力の検査  

胸部エックス線検査役び暗疫検査  

血圧の測定  

尿検査（尿中の糖及び蛋白の有無の検査）  

賀血検査（血色素量、赤血球数）  
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肝機能検査（GOT（AST）、GPT（A  ・∴‥十ミ しい、、－；：11  
血中脂質検査（LDL・HDLコレステ⊂上側ル、1｝G）  

血糖検査（ヘモグロビンA′1cでも可二）  

心電図横森  

労 働 者  

定期健康診断  
（安衛法第66条第旦項）  

結果の判定  

診断区分＝頸E恒垂∃  要精密検査  要治療  

塁   
（「異常なLじ】以外の者）  

事後措置  
医師の意見の聴取  必要に応じて保健指導  

の 垂二］   就業上  

要う   就業区分例E訂E通常勤務、就業制限、蔓終業  

絹よ）  




